
清水区

内田りゅうすけ議員
駿河区

寺尾　昭議員
葵区

杉本まもる議員
葵区

市川　正議員

日本共産党
　　静岡市議会議員団

ＴＥＬ：０５４－２５４－２１１１〔 内４５４１〕
ＦＡＸ：０５４－２７２－４６９５
http://www.jcpss.jp/

しずおか市政新報第93号　2022年3月28日発行
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静岡市2022年度大型・ハコモノ予算を自民公明らが後押し
市民の命と暮らしを守るため、市政運営を厳しくチェック！

　

来
年
度
予
算
の
特
徴
は
、
大
型
公
共
事
業

に
つ
い
て
前
の
め
り
の
田
辺
市
長
の
姿
勢
が

鮮
明
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
海
洋
文
化
施
設
、

新
清
水
庁
舎
、
ア
リ
ー
ナ
、
サ
ッ
カ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム
等
に
関
わ
る
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
海
洋
文
化
施
設
建
設
事
業
は
、

清
水
の
ま
ち
づ
く
り
に
相
応
し
い
と
言
え
る

か
、
市
民
の
批
判
も
強
く
議
論
は
深
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。
来
年
度
以
降
に
支
出
す
る
予
定

の
１
６
９
億
６
千
万
円
を
予
算
化
し
ま
し
た

が
、
入
場
者
が
目
標
に
達
し
な
い
場
合
の
収

入
不
足
を
市
が
補
う
シ
ス
テ
ム
ま
で
準
備
し

て
い
ま
す
。

大
型
事
業
は
将
来
の
市
民
の
大
き
な
負
担
に

　

市
は
４
次
総
策
定
の
途
上
に
あ
り
ま
す
が
、

人
口
70
万
人
維
持
方
針
は
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
も
と
で
、
高
度
成
長
時
代
を
彷

彿
と
さ
せ
る
重
厚
長
大
な
施
設
を
つ
く
り
続

け
る
こ
と
は
将
来
の
市
民
に
大
き
な
負
担
を

残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
４
年
か
ら
30
年
間
で
公
共

施
設
の
総
床
面
積
２
割
を
削
減
す
る
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
と
も
明
ら
か
に
矛
盾

し
ま
す
。

　

一
方
、
こ
の
議
会
に
は
補
正
予
算
と
し
て
、

「
公
共
建
築
物
整
備
基
金
積
立
金
」
50
億
円
が

初
め
て
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
現
状
で
も
こ
の

よ
う
な
積
立
金
を
予
算
化
せ
ざ
る
を
得
な
い

厳
し
い
財
政
状
況
で
す
。
財
政
中
期
見
通
し

で
は
、
毎
年
度
50
～
70
億
円
の
財
源
不
足
が

生
じ
る
と
し
て
い
ま
す
。

消
費
税
廃
止
で
こ
そ
税
収
増

　

収
入
と
な
る
地
方
消
費
税
交
付
金
は

１
６
８
億
円
余
で
す
が
、
市
が
予
算
執
行
で

支
払
う
消
費
税
は
１
０
４
億
円
余
で
あ
り
、

差
し
引
き
は
約
64
億
円
で
す
。
財
政
局
長
は
、

最
悪
の
不
公
平
税
制
の
消
費
税
に
つ
い
て
、

広
く
公
平
に
課
税
さ
れ
て
お
り
、
地
方
消
費

税
と
し
て
地
方
へ
の
安
定
的
、
重
要
な
財
源

に
な
っ
て
い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
が
、
消
費

税
を
廃
止
し
、
労
働
者
の
賃
金
を
引
き
上
げ
、

中
小
企
業
の
収
益
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
地
方
消
費
税
を
上
回
る
税
収
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
学
校
給
食
の
無
償
化
、

国
保
料
・
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
、
子
ど

も
全
員
の
保
育
料
無
償
化
な
ど
を
要
求
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
市
長
は
財

源
難
を
理
由
に
し
て
拒
否
し
て
お
り
、
市
民

軽
視
の
本
末
転
倒
予
算
と
言
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
に
抗
議
の
決
議

　

２
月
24
日
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
。
日
本
共
産
党
静
岡
市
議

団
は
、
２
月
28
日
に
鈴
木
和
彦
議
長
に
対

し
「
静
岡
市
議
会
と
し
て
抗
議
声
明
を
」

と
申
し
入
れ
、
翌
日
３
月
１
日
の
本
会
議

冒
頭
で
「
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
断
固
抗
議
す
る
決
議
」
が
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
議
は
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
は
明
白

な
国
際
法
違
反
と
断
罪
、
国
際
社
会
は
あ

ら
ゆ
る
外
交
努
力
を
行
う
べ
き
と
し
、
ロ

シ
ア
軍
の
即
時
か
つ
無
条
件
で
の
完
全

撤
退
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
先
の
太
平
洋
戦
争
中

も
あ
ら
ゆ
る
弾
圧
に
屈
せ
ず
、
唯
一
戦
争

反
対
を
貫
い
た
政
党
と
し
て
、
今
後
も
ロ

シ
ア
の
軍
事
侵
略
を
止
め
さ
せ
る
た
め

に
、
国
際
法
、
国
連
憲
章
に
基
づ
い
た
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
行
う
決
意
で
す
。

　

な

お
、

静
岡
市
議

会
は
議
員

全
員
が
義

援
金
を
拠

出
し
、
日

本
ユ
ニ
セ

フ
協
会
に

送
る
こ
と

に
し
ま
し

た
。

委員会
報告厚生委員会

寺尾　昭議員
放課後児童クラブの待機児解消を
　放課後児童クラブは来年度1教室増設で定数
40名増を計画しているが、待機児解消につなが
るかを質しました。今回の増設で枠は増えるが、
高学年の希望者が増える傾向もあり、入所希望
者がさらに増加する見込みであることから、待
機児ゼロは困難とのことでした。早期の増設を
求めました。
　放課後児童クラブの子どもたちが、放課後に
なると学校の備品を自由に利用できないのはお
かしいとの質問には、管理上の問題があり、難
しいとの答えでした。児童クラブは子ども未来
局、学校は教育委員会と縦割りの弊害とも言え
ます。改善を求めました。

企業消防委員会
市川　正議員

1　上下水道の配管の老朽化更新工事は、入札不調が多く計
画の約40％が次年度繰越となりました。要因の背景として、
発注方式が土木工事一式で、管工事の下請け単価が切り下
げられ業者撤退の問題があるのではと議論になりました。
事業規模を細分化し管工事が単独受注できる仕組みに変え
る対策が求められます。

2　消防事業では、大阪クリニック放火事件のような類似
施設等の本市の状況について質しました。階段が一か所だ
けの類似施設は166あり、避難の障害などについて緊急立
ち入り検査し、指導点検をおこなったと報告がありました。
また、消防は市民のいのちと安全を守る重要な職業であり、
真夏の過酷現場における着替え用の消防服なども支給して
環境を整えるよう要望しました。

総務委員会
内田りゅうすけ議員

　総務委員会では、アリーナ、海洋文化施設（水
族館240億円）、サッカー場建設など大型ハコモノ
事業が予定されていることから、財政見通しにつ
いて複数の委員から質問が出されました。今後は
投資的経費が膨らむ可能性があります（上記以外
にも最終処分場、消防ヘリ、文化会館再整備等）。
海洋文化施設事業は入館料収入がマイナスになっ
た場合、市と事業者がマイナス分を折半する内容
であり、サッカー場建設事業は、建設ありきで市
が関わると大分の負担を求められる結果となりま
す。財政の中期見通しを考えても大型ハコモノ事
業は慎重に対応すべきと指摘しました。
　3次総（市の最上位計画）では掲げてきた定住
人口70万人維持目標が消え去っています。議会の
議決を経て策定した3次総が十分な議論もなく「関
係人口」「交流人口」に置き換えられてしまってい
ます。2023年度から始まる、第4次総は、3次総
の十分な総括をした上で策定するよう求めました。

市民環境教育委員会
杉本まもる議員

　清水区の生涯学習交流館の利用受付を日曜、夜間に行わ
ないのは、事務受託内容に違反と指摘したことに対し、当
局はその非を認め、各交流館に是正指導すると回答しまし
た。また、指定管理者制度のもと、利用者サービスの向上
を図るためにも指定管理者は更新時に公募すべきと指摘し
ました。
　4月からスタートするパートナーシップ宣誓制度では、
民間の理解が不可欠であり、ジェンダー平等社会を進める
ために更なる啓蒙活動を求めました。
　環境問題について、第3次静岡市環境基本計画を策定す
るにあたり、「南アルプスの自然を守れないならリニア工
事は認めない」と強い意志を示すべきとの指摘に、当局は
「そうした縛りはできないが、環境保全は第一と考えてい
る」と答弁しました。
　学校教育現場での、教職員の多忙化や精神疾患による長
期休職、子どもたちのいじめや不登校などの根本的解決策
の一つとして少人数学級を求めましたが、当局は国が35
人学級にしたばかりと消極的な答弁に終わりまし
た。

田
辺
市
長 

大
型
公
共
事
業
に
つ
い
て
前
の
め
り

　
市
民
軽
視
の
来
年
度
予
算
〈
寺
尾
昭
議
員
が
反
対
討
論
〉

静
　
岡

市
議
会

補
正
予
算
案
反
対
討
論

市
川
　
正
議
員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
と

国
直
轄
道
路
事
業
負
担
金
お
よ

び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
反
対
討
論
し
ま
し
た
。
政
府

は
行
政
手
続
き
、
年
金
や
公
金
の

給
付
な
ど
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ

た
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
と
し
、

「
役
所
に
行
か
ず
に
あ
ら
ゆ
る
行

政
手
続
き
が
で
き
る
」
と
利
便
性

を
強
調
し
て
い
ま
す
。
静
岡
市
の

施
策
も
こ
れ
に
沿
っ
た
も
の
で
す

が
、
住
民
が
役
所
に
行
く
の
は
事

務
手
続
き
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
「
効
率
化
」
を
口
実
に

窓
口
が
廃
止
、
縮
小
さ
れ
れ
ば
相

談
も
難
し
く
な
る
こ
と
、
デ
ジ
タ

ル
機
器
を
使
い
こ
な
せ
な
い
人
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
か
ら
取
り
残
さ
れ

る
こ
と
か
ら
反
対
し
ま
し
た
。

　

ま
た
国
が
施
工
す
る
国
道
整
備

事
業
の
本
市
負
担
金
に
つ
い
て

は
、
全
国
知
事
会
と
し
て
も
そ
の

廃
止
、
見
直
し
を
求
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
が
本

来
行
う
べ
き
事
業
が
圧
迫
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
、
長
期
優
良
住

宅
建
設
等
計
画
認
定
に
係
る
手
数

料
に
つ
い
て
は
、
市
民
や
中
小
業

者
の
負
担
を
増
や
す
べ
き
で
な
い

と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。



（3）2022 年 3 月 28 日 2022 年 3 月 28 日し ず お か 市 政 新 報 し ず お か 市 政 新 報第 93 号 第 93 号　（2）

　２月議会　主な議案、請願、発議への態度　　　　　　　　　　　　　　　　 ○賛成　×反対

議 案・ 請 願 ・ 発 議 の 内 容
※（　　）は内容及び共産党の反対理由など

審議
場所

日本
共産党 自民党 創生

静岡 公明党 志政会 緑の党 まちづく
り研究会

議案第1号　令和３年度静岡市一般会計補正予算 (第 8 号)（マイナンバーカード交付推進事業、国直轄道路事業負担金があるため） 本会議 × ○ ○ ○ ○ × ○

議案第 22 号　静岡市手数料条例の一部改正について（長期優良住宅建築等計画認定申請手数料が値上げのため） 本会議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 26 号　令和４年度静岡市一般会計予算に対する修正案（海洋文化施設整備事業に関わる経費と債務負担行為を取り消すもの） 本会議 ○ × ○ × × ○ ×

議案第 26 号　令和４年度静岡市一般会計予算（アリーナ誘致推進事業、マイナンバーカード交付事業、大規模事業のＰＦＩ
手法による推進、市立こども園の統廃合・民営化、国直轄道路事業負担金、自衛隊募集業務、国民保護計画があるため） 本会議 × ○ × ○ ○ × ○

議案第 43号　令和 4 年度静岡市下水道事業会計予算（受益者負担金があるため） 本会議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 45 号　静岡市職員定数条例の一部改正について（定数削減のため） 本会議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 47号　静岡市職員の給与に関する条例の一部改正について（行政職給料の級別基準の細分化により昇給格差が拡大するため） 本会議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第1号　最低賃金の引き上げと中小企業支援の拡充に関する意見書採択に関する請願（日本共産党静岡市議会議員のみ紹介議員） 本会議 ○ × × × × ○ ×

発議第1号　ロシア連邦によるウクライナ侵略に断固抗議する決議 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第 2 号　国民の祝日「海の日」の7月20日への固定化を求める意見書（日本共産党静岡市議団は非提出者） 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１
．振
興
条
例
活
か
し
た
中
小
業
者
の
支
援
を

　

国
・
県
で
売
上

20
％
以
上
減
少
の

中
小
企
業
を
支
援

す
る
た
め
、
市
に

10
％
以
上
減
少

の
事
業
者
へ
の

支
援
を
求
め
た

と
こ
ろ
、
「
企
業

努
力
で
早
期
回
復
が
難
し
い
の
は
売
上
減
少
30
％
以

上
」
と
の
基
準
で
拒
否
し
ま
し
た
。
ま
た
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
創
設
に
つ
い
て
は
、
建
設
業
者

支
援
と
し
て
既
に
資
金
繰
り
や
経
営
相
談
が
あ
る
と

し
て
応
じ
ず
、
き
め
細
か
な
支
援
に
背
を
向
け
ま
し

た
。

２
．デ
ジ
タ
ル
社
会
は
個
人
情
報
保
護
が
大
前
提

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
先
進
国
は
個
人
情
報
保
護
を
強
化

し
市
民
の
理
解
を
得
る
努
力
を
し
て
い
る
の
に
、
日

本
の
保
護
規
制
は
不
十
分
と
指
摘
。
市
の
保
護
条
例

に
Ｅ
Ｕ
等
に
な
ら
っ
て
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
な
ど

の
規
定
を
求
め
た
と
こ
ろ
「
国
の
規
定
が
な
い
」
な

ど
と
消
極
的
な
態
度
で
し
た
。

３
．学
校
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を

　

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
は
性
と

生
殖
に
関
わ
る
健
康
と
権
利
と
訳
さ
れ
、
女
性
の
生

ま
れ
持
っ
た
健
康
の
権
利
で
す
。
こ
の
立
場
で
学
校

ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
の
設
置
を
求
め
ま
し
た
が
、

市
は
保
健
指
導
を
理
由
に
保
健
室
で
の
対
面
配
布
に

固
執
し
ま
し
た
。

杉本まもる議員

「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
中
小
企

業
支
援
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

採
択
に
関
す
る
請
願
」
賛
成
討
論

杉
本
ま
も
る
議
員

　
「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
中
小
企
業
支
援
の
拡

充
に
関
す
る
意
見
書
採
択
に
関
す
る
請
願
」
は
、
静

岡
県
労
働
組
合
評
議
会
、
静
岡
県
評
・
パ
ー
ト
臨
時

労
組
連
絡
会
、
静
岡
地
区
労
働
組
合
連
合
会
の
３
団

体
か
ら
提
出
さ
れ
、
日
本
共
産
党
市
議
会
議
員
の
み

が
紹
介
議
員
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
請
願
は
、
中
小
企
業
の
支
援
策
と
一
体
と

な
っ
た
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
最
低
賃
金
の

地
域
間
格
差
の
是
正
を
国
に
求
め
る
も
の
で
す
。

　

静
岡
県
の
最
低
賃
金
は
時
給
９
１
３
円
で
、
年
収

で
は
約
１
７
０
万
円
に
し
か
な
ら
ず
、
静
岡
県
労
働

研
究
所
が
試
算
し
た
一
人
暮
ら
し
の
最
低
生
計
費
年

間
約
３
０
０
万
円
と
比
べ
て
は
る
か
に
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。
最
低
賃
金
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
地
域
間

格
差
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
は
、
日
本
の
健
全
な
経

済
成
長
を
促
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
な
く
し
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
実
現
す

る
確
か
な
力
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
あ
た
っ
て
は
、

中
小
企
業
へ
の
支
援
の
抜
本
的
強
化
を
国
の
責
任
で

行
う
べ
き
と
指
摘
し
、
請
願
の
賛
成
討
論
と
し
ま
し

た
。

1　

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て　

地
球
温
暖
化

の
影
響
で
全
国

で
豪
雨
災
害
が

た
び
た
び
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
治
水
と

い
え
ば
、
ダ
ム

や
堤
防
の
強
化

で
洪
水
を
防
ぐ
考
え
方
で
し
た
が
、
２
０
２
１
年
５

月
に
「
流
域
治
水
関
連
法
」
が
公
布
さ
れ
、
流
域
全

体
を
面
で
と
ら
え
て
被
害
を
減
少
さ
せ
る
観
点
に
変

わ
り
ま
し
た
。
本
市
で
も
校
庭
な
ど
に
雨
水
を
い
っ

た
ん
貯
め
て
か
ら
徐
々
に
放
流
す
る
貯
留
浸
透
施

設
を
強
化
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

2　

学
校
施
設
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

　

学
校
は
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
学
び
、
人
格
形
成

を
し
て
い
く
場
で
あ
り
、
同
時
に
大
規
模
災
害
時
に

は
地
域
の
避
難
所
と
し
て
、
被
災
し
た
住
民
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
な
る
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
体
育
館
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
必
須
課
題
だ
と
し
て
質
し
ま
し

た
。
市
の
認
識
は
「
避
難
所
は
学
校
施
設
を
借
り
る

も
の
」
と
の
考
え
か
ら
脱
却
し
て
い
ま
せ
ん
。
住
民

の
命
と
く
ら
し
再
建
の
礎
と
な
る
こ
と
か
ら
、
縦
割

り
の
弊
害
を
超
え
て
教
育
環
境
改
善
と
危
機
管
理
の

共
通
認
識
で
早
急
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。

市川　正議員

　
　
　
　
　
　
　

  

市
長
の
政
治
姿
勢
を
質
す

　

３
月
２
日
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
質
問
し
ま

し
た
。

　

質
問
項
目
は
市

長
の
政
治
姿
勢
に

関
し
て
は

　

①
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
に

つ
い
て
②
公
的
、

公
立
病
院
病
床
削

減
計
画
に
つ
い
て

③
消
費
税
に
つ
い
て
④
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
）
に
つ
い
て
⑤
原
発
・
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
普
及
に
つ
い
て
⑥
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ

い
て
⑦
憲
法
・
平
和
行
政
に
つ
い
て
等
で
す
。

　

最
初
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。
静
清
合
併
後
、
保
健
所
体
制
が
静

岡
地
区
１
か
所
に
減
ら
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
回

の
よ
う
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
と
い
っ
た

事
態
に
対
し
保
健
所
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
今
後
、
駿
河

区
、
清
水
区
へ
の
保
健
所
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

　

答
弁
に
立
っ
た
保
健
福
祉
長
寿
局
長
は
、
「
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
業
務
は
通
常
通
り
継
続
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
公
平
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
、
保
健
所
は
１
か
所
と
し
、
引
き
続
き

感
染
症
対
策
に
対
応
し
た
い
」
と
、
実
態
を
無
視
し

た
答
弁
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
過
酷
な

業
務
を
行
っ
て
い
る
保
健
所
職
員
の
大
幅
増
員
を
求

め
ま
し
た
。
東
京
都
墨
田
区
で
は
感
染
症
係
の
職
員

を
定
数
の
10
倍
に
拡
大
、
区
民
の
命
と
健
康
を
守
る

取
り
組
み
は
全
国
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

保
健
法
で
は
、
保
健
所
の
設
置
基
準
は
人
口
20
万
人

に
１
か
所
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
基
準
か
ら
し
て
も
、

現
在
１
か
所
の
保
健
所
を
駿
河
区
、
清
水
区
へ
も
設

置
す
る
よ
う
重
ね
て
求
め
ま
し
た
。

内田りゅうすけ議員

●
会
計
年
度
任
用
職
員
は
官
制
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

　

市
職
員
は
3
人
に
1
人
が
非
常
勤

　

会
計
年
度
任
用

職
員
の
制
度
は
、

こ
れ
ま
で
の
臨

時
・
非
常
勤
に
変

わ
り
、
昨
年
度
４

月
１
日
に
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
全
て

の
部
局
に
お
い
て

任
用
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
数
年
前
ま
で
は
２
０
０
０

人
以
下
で
あ
っ
た
も
の
が
、
こ
こ
２
年
で
一
気
に
増

加
し
３
０
０
０
人
に
接
近
し
た
こ
と
も
特
徴
で
す
。

　

正
規
職
員
と
の
業
務
の
違
い
は
明
確
に
し
て
い
る

と
の
答
弁
で
し
た
が
、
行
政
と
し
て
進
め
る
べ
き
業

務
は
補
助
的
・
臨
時
的
な
も
の
と
本
来
業
務
と
の

区
別
は
不
可
能
で
す
。
と
り
わ
け
こ
ど
も
園
・
待
機

児
童
園
に
お
い
て
は
正
規
職
員
６
４
６
人
に
対
し
、

１
３
８
人
上
回
る
７
８
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

業
務
は
そ
の
内
容
・
質
に
ほ
と
ん
ど
違
い
は
な
く
当

局
の
説
明
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　

賃
金
や
勤
務
条
件
に
つ
い
て
は
、
県
の
最
低
賃
金

９
１
３
円
を
上
回
っ
て
い
る
と
の
答
弁
で
し
た
。
行

政
職
給
料
表
を
例
に
す
る
と
、
フ
ル
タ
イ
ム
事
務
補

助
の
初
任
給
は
月
額
（
報
酬
）
で
１
５
４
，
３
３
６

円
、
１
時
間
当
た
り
の
単
価
に
す
る
と
９
４
８
円
、

ま
さ
に
す
れ
す
れ
で
す
。
昇
給
制
度
も
取
り
入
れ

ら
れ
ま
し
た
が
、
最
高
号
給
に
達
し
た
と
し
て
、

１
８
６
，
０
３
０
円
、
同
１
１
４
３
円
で
す
。
官
制

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
大
幅

な
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

寺尾　昭議員

２月定例市議会

代
表
質
問


